
板書計画（例）

【事実】
鞆の浦では車が通
りにくくなっていた

どのようにすれば「対立」から「合意」できるのだろうか？色々な事例から考えてみよう。

仲直りとは違う！

【カード】

合意

【主張】
鞆の浦に
架橋を
通すべきだ

【理由】
道路を作ることで
便利な社会になる。

【裏付け】
どこでも誰にとっても、便利な
社会をつくることが大事だ。

【カード】

利便性

【カード】

共通性

【主張】
鞆の浦に架橋を
通すべきではない

【事実】
鞆の浦の景観は
江戸時代から
続く景観である

【理由】
埋立ては景観を戻らなく
させる
鞆の浦の景観は歴史的
価値がある

【裏付け】
少数な生き方を尊重し、
社会として多様性を
保障することが大事だ

【カード】

希少性

【カード】

持続可能性

【カード】

多様性

【カード】

対立
【カード】

対立

山側にトンネルを作った



板書計画（例）

【事実】
西条駅前は道が細
い。救急車なども
入れない。

どのようにすれば「対立」から「合意」できるのだろうか？色々な事例から考えてみよう。

【カード】

合意

【主張】
道路を
通すべきだ

【理由】
道路を大きくするこ
とで、救急車が通り
やすくなる。安全に
なる。

【裏付け】
誰でも過ごしやすい（便利で
安心・安全な）町が良い

【カード】

利便性

【カード】

共通性

【主張】
道路には慎重にな
るべきだ

【事実】
西条駅前の
酒蔵通りは
江戸時代から
続く街並みだ

【理由】
酒蔵通りの町並みは歴史
的に貴重なものである。
道路を作ると、町の一体感
が崩れる。

【裏付け】
他にはない、古い伝統
を守った街づく りが
良い。

【カード】

希少性
【カード】

持続可能性

【カード】

多様性

【カード】

対立
【カード】

対立

デザインの工夫、保存地区への認定
〇〇、〇〇・・


